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消費税の増税ＳＴＯＰ�消消費費税税のの増増税税ＳＳＴＴＯＯＰＰ��

雇雇用用のの安安定定とと賃賃金金のの引引きき上上げげをを！！

江
東
区
議
会
第
２
回
定
例
会
（
６
月
１１
日
〜
７
月
１２
日
）
に
お
け
る
活
動
を
報
告
し
ま
す

区
民
生
活
の
安
定
で

景
気
回
復
を

菊
池
議
員
は
経
済
政
策
と

区
民
生
活
に
つ
い
て
質
問
。

安
倍
政
権
の
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
は
、
く
ら
し
の
格
差
を

広
げ
る
な
ど
区
民
生
活
と
経

済
を
混
乱
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
デ
フ
レ
脱
却
に
は
内
需

を
増
や
し
て
区
民
生
活
の
安

定
を
図
る
べ
き
と
、
区
の
取

り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。

ま
ず
雇
用
問
題
で
は
、
労

働
法
制
の
規
制
緩
和
の
中
止

と
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を

求
め
、
区
が
行
う
就
労
支
援

事
業
の
拡
充
を
は
か
る
こ

と
。
区
の
仕
事
を
請
け
負
う

建
設
や
福
祉
関
係
労
働
者
の

賃
金
水
準
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
「
公
契
約
条
例
」
の
制

定
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
区
内
中
小
企
業
や
商

店
街
振
興
に
本
腰
を
入
れ
、

消
費
税
増
税
は
中
止
を
求
め

る
こ
と
。
年
金
、
介
護
、
医

療
な
ど
社
会
保
障
各
分
野
の

拡
充
を
求
め
る
な
ど
、
区
民

生
活
安
定
の
た
め
の
区
の
取

り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。
区

の
答
弁
は
「
国
の
動
向
を
注

視
す
る
」な
ど
消
極
的
で
す
。

憲
法
９
条
の

外
交
努
力
を

参
議
院
選
挙
の
争
点
と
な

っ
た
憲
法
問
題
で
は
、
政
府

が
目
指
す
改
定
の
方
向
は
、

第
９
条
を
変
え
て
国
防
軍
を

持
ち
、
国
民
の
基
本
的
人
権

条
項
の
削
除
な
ど
、
戦
前
の

日
本
に
逆
戻
り
さ
せ
る
も
の

で
あ
り
、
第
９６
条
の
改
定
は

近
代
立
憲
主
義
の
否
定
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
。
侵
略
戦
争
を
正
当
化

す
る
流
れ
を
改
め
て
、
憲
法

９
条
を
生
か
し
た
平
和
外
交

を
進
め
る
こ
と
が
世
界
の
流

れ
で
あ
り
、
国
民
の
願
い
で

あ
る
と
し
て
区
長
の
見
解
を

求
め
ま
し
た
。
区
長
は
「
政

府
と
国
会
の
動
向
を
見
守

る
」
な
ど
答
弁
。

高
齢
者
の
住
宅
に

支
援
を

深
刻
な
高
齢
者
の
住
宅
問

題
で
は
、
賃
貸
住
宅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
な
ど
へ
の
支
援

や
家
賃
助
成
な
ど
で
住
ま
い

の
確
保
を
図
る
こ
と
。
Ｕ
Ｒ

住
宅
の
３
年
毎
の
家
賃
値
上

げ
中
止
を
求
め
る
こ
と
。
都

営
住
宅
の
承
継
や
収
入
基
準

引
き
下
げ
な
ど
で
の
入
居
制

限
を
や
め
、
大
幅
増
設
を
す

る
こ
と
。
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
増
設

と
入
所
費
用
の
負
担
軽
減
を

求
め
ま
し
た
。
区
は
「
そ
の

考
え
は
な
い
」
な
ど
ま
っ
た

く
冷
た
い
答
弁
に
終
始
し
ま

し
た
。

日本共産党提出
「奨学金制度の改善を求める意見書」など採択

今議会では、共産党提出
の「奨学金制度の改善を求
める意見書」など３件の意
見書が全会一致で可決され
ました。
今、就職難と不安定雇用
が増加する中で、奨学金返
済に苦慮する若者が増えて
います。返せない理由の６０
％以上が家計収入の減少と
なっており、特に奨学金の
７５％に利子がつく仕組が問

題で、先進諸国では返済の
必要のない給付制奨学金制
度が圧倒的多数であること
などを指摘し、返済の負担
軽減を求めるものです。
意見書調整会議では、そ
のほかに「子どもの貧困対
策の強化を求める意見書」
と「ホームドアの整備促進
を求める意見書」が採択さ
れました。

議
会
日
程（
予
定
）

９
月
１７
日
�

請
願
陳
情
締
切

２６
日
�

本
会
議

２７
日
�

本
会
議

３０
日
�

平
成
２５
年
度
予

算
審
査
特
別
委

平
成
２４
年
度
決

算
審
査
特
別
委

１０
月
１
日
�

〜

７
日
�

８
日
�

企
画
総
務
委

９
日
�

厚
生
委

建
設
委

１０
日
�

区
民
環
境
委

文
教
委

１１
日
�

議
会
運
営
委

１５
日
�

請
願
陳
情
締
切

清
掃
港
湾
・
臨

海
部
対
策
特
別

委

１６
日
�

防
災
対
策
特
別

委

１７
日
�

ま
ち
づ
く
り
・

南
北
交
通
対
策

特
別
委

１８
日
�

医
療
・
介
護
保

険
制
度
特
別
委

２３
日
�

本
会
議

区
民
の
命

と
く
ら
し
、

憲
法
の
か
か

っ
た
２
つ
の

選
挙
が
行
わ

れ
た
▼
こ
れ

ま
で
の
「
二

大
政
党
論
」
が
破
綻
し
、

「
第
三
極
」
と
言
わ
れ
た

政
党
も
自
民
党
の
補
完
勢

力
で
し
か
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
▼
日
本
共

産
党
は
、
「
賃
上
げ
で
景

気
を
回
復
し
、
働
く
者
が

報
わ
れ
る
社
会
に
」
「
原

発
ゼ
ロ
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
を
」
「
憲
法
を

守
り
世
界
の
平
和
に
貢
献

す
る
国
へ
」
と
い
う
政
策

を
掲
げ
、
自
民
党
の
悪
政

と
正
面
か
ら
対
決
し
、
国

民
の
立
場
で
政
治
の
抜
本

的
転
換
を
訴
え
た
▼
選
挙

戦
で
は
他
党
と
の
違
い
が

鮮
明
に
な
り
、
都
議
選
で

も
参
院
選
で
も
日
本
共
産

党
が
大
き
く
躍
進
し
た
▼

選
挙
の
結
果
は
自
民
党
が

大
勝
し
、
「
衆
参
の
ね
じ

れ
が
解
消
し
た
」
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
消
費
税
増

税
、
原
発
再
稼
働
、
憲
法

改
悪
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
国
民

多
数
の
声
と
自
民
党
政
治

と
の
「
ね
じ
れ
」
は
ま
す

ま
す
深
刻
に
な
っ
て
い
る

▼
安
倍
政
権
の
暴
走
を
許

さ
な
い
た
め
、
区
民
の
皆

さ
ん
と
一
層
力
を
合
わ
せ

て
が
ん
ば
り
た
い

き
く
ち
幸
江
議
員
の
本
会
議
質
問

きくち幸江議員消費税の増税中止を求め宣伝・署名活動を行うあぜ上都議と区議団

（１） ２０１３年８月発行江 東 区 議 団 ニ ュ ー ス


